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SPD用アクセサリ



両フレーム兼用PF BMF

公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）
Ⅰ形モジュール型端子板適合品



両フレーム兼用PF BMF

φ0.4～0.8（単線）、φ0.12×7本～0.32×7本（より線）

公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）
Ⅰ形モジュール型端子板適合品

φ0.4～0.8（単線）、φ0.12×7本～0.32×7本（より線）

φ0.4～0.8（単線）、φ0.12×7本～0.32×7本（より線）



両フレーム兼用PF BMF

φ0.65～0.9（単線）、φ0.2×7本～0.32×7本（より線）

公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）
Ⅰ形モジュール型端子板適合品

ケーブル側：φ1.65～1.9　ジャンパ側：φ0.7～1.5
ケーブル側：φ0.65～0.9　ジャンパ側：φ0.4～0.8



※端子板は別売です。

端子板実装可能数
6個

14個

22個

30個

38個

セット内容

エンドピース

PFロット棒

PFロット棒キャップ

木ねじなべ4.1×13

Wセムスなべ4×7

Wセムスなべ4×15

M4ナット

2

2

4

4

8

4

4

セット内容

エンドピース

PFロット棒

PFロット棒キャップ

木ねじなべ4.1×13

Wセムスなべ4×7

Wセムスなべ4×15

M4ナット

3

2

4

6

12

6

6

※端子板は別売です。

端子板実装可能数

6460 1 046-75 11022462 PFロット棒75段セット

PFロット棒45段～75段セット

45個

52個

62個

72個

77個



※P2号MDFに直接取付可能です。参照27ページ

エンドピース

8 10
8 10

端子板実装可能数
1～6個
～14個
～22個
～30個
～38個
～45個
～52個
～62個
～72個
～77個

PFロット棒70～75段セット取付け図

6460 1 046-75 PFロット棒75段セット 1800 720 9139ブロック
［注意］ KPR保安器を搭載した際の端子板実装可能数は、表中の実装可能数より少なくなります。



材質：SUS304

端子板実装可能数
1個
2個
3個
4個
5個
6個
7個
8個
9個
10個
11個

端子板実装可能数
1個
2個
3個
4個
5個
6個
7個
8個
9個
10個
11個

端子板実装可能数
1個
2個
3個
4個
5個
6個
7個
8個
9個
10個
11個

※8段タイプはP2号MDFに直接取付可能です。参照27ページ



材質：SUS304

端子板実装可能数
1個
2個
3個
4個
5個
6個
7個
8個
9個
10個
11個

端子板実装可能数
1個
2個
3個
4個
5個
6個
7個
8個
9個
10個
11個

端子板実装可能数
1個
2個
3個
4個
5個
6個
7個
8個
9個
10個
11個

※8段タイプはP2号MDFに直接取付可能です。参照27ページ

端子板実装可能数
9個
15個
15個

6450 2 009-00
6450 2 006-00
6450 1 008-00

12004393
12002822
12002823

9段凹型（EIA）
15段凹型（EIA）
15段凸型（EIA）

19インチラック用マウントフレーム



※1

※1

※2

※1  1段・2段のマウントフレームには「切りかき」があいておりません。
※2  背面のケーブル導入孔は、1段・2段・3段のマウントフレームにはあいておりません。
※3  1段・2段の各取付け穴は、フレーム背面の中央部のみに位置します。

※3※3



※1  1段・2段のマウントフレームには「切りかき」があいておりません。
※2  背面のケーブル導入孔は、1段・2段・3段のマウントフレームにはあいておりません。
※3  1段・2段の各取付け穴は、フレーム背面の中央部のみに位置します。

※1

※1

※2

※3※3



※PFロット棒に使用する場合、アースクリップが別途必要です。

18～19ページ

18～19ページ

18～19ページ

※PFロット棒に使用する場合、アースクリップが別途必要です。

18～19ページ



※切り分けモジュール専用

21～24ページ

6089 3 055-00
6089 3 055-03
6089 3 055-05

20ページ

20ページ

6089 3 130-01

※切り分けモジュール専用



20ページ

20ページ

20ページ

20ページ

※主な端子は同一線径で2線までのマルチ掛けに対応していますが、本品を使用することで異線径や3線目の
　接続が可能となります。

6089 2 081-02
6089 2 093-00
6089 2 099-00
6089 2 098-00

12005002
12002194
12003336
12003335

10対スイッチオーバーアダプタ
  1対スイッチオーバーアダプタ
10対スイッチオーバーアダプタ（片側絶縁タイプ）
  1対スイッチオーバーアダプタ（片側絶縁タイプ）

注文品名 名　　称



サンコーシヤ独自のSPD

SPD
S
P
D

仕 様

項　目 SMB-KRAPS1 KR-A1KR-APS1
JISJIS

KR-A1（T3）
JIS

KPR-EN1-M
JIS

KPR-EN3-M
JISKR-AS

劣化表示

主な用途

最大連続使用電圧Uc

定格電流
直列抵抗 / 線

挿入損失

カテゴリC2（8/20㎲）
カテゴリD1（10/350㎲）

電圧防護レベルUp

有（正常時：■、劣化時：■） 有（正常時：■、劣化時：■）

ADSL、TEL、ISDN ADSL、TEL
アナログ専用線

ISDN
デジタル専用線

DC180V DC180V DC170VDC170V DC52V

11027491 11022825 11023388 11023387 11011421 11016631 11016630

DC100mA
10Ω以下 10Ω以下20Ω以下

DC～5MHz 1.0dB以下 DC～10MHz 1.0dB以下

500V以下（1.2/50㎲・10kV） 400V以下
（1.2/50㎲・10kV）

200V以下
（1.2/50㎲・10kV）

500V以下
（1kV/㎲）

300V以下
（100V/㎲）

700V以下
（1kV/㎲）

2.5kA（2回）
10kA（10回）

2.5kA（2回）
10kA（10回）

ー
ー

ー
ー

5kA（10回）
インパルス耐久性※注1

※注1）インパルス耐久性のカテゴリC2は2線合計の値、D1は1線の値
※　　：JIS C 5381-21 適合JIS

品目コード

DC120mADC100mA

DC～1MHz 0.7dB以下

SMB-KRAPS1

品目コード 11007408

品目コード 11007409

KR-AS

KR-A1
KR-A1（T3）

KR-APS1
KPR-EN1-M
KPR-EN3-M

APS1



バックマウントフレーム仕様

プロファイルフレーム仕様

※アースクリップは端子板1個に対し必ず2個必要になります。

25～26ページ

25～26ページ

26ページ

25ページ

25ページ

26ページ

26～27ページ

SPDアクセサリ

S
P
D
ア
ク
セ
サ
リ



1V最大実装数
アースバー
重量
参照ページ

5Y7/1
70個
有
約35kg
28ページ

1V最大実装数
アースバー
重量
参照ページ

5Y7/1
70個
有
約45kg
28ページ

1V最大実装数
アースバー
重量
参照ページ

5Y7/1
70個
有
約55kg
28ページ

添付品

（アンカーボルト）



1V最大実装数
アースバー
重量
参照ページ

H2004×W440×D450
5Y7/1
70個
有
約80kg
29ページ

1V最大実装数
アースバー
重量
参照ページ

H2004×W660×D450
5Y7/1
70個
有
約90kg
29ページ

1V最大実装数
アースバー
重量
参照ページ

H2004×W880×D450
5Y7/1
70個
有
約100kg
29ページ

添付品

（アンカーボルト）



参照ページ：11ページ 参照ページ：11ページ

LSAーPLUS各種示名条片の取付け図

巾狭示名条片

5～6ページ
15ページ
11ページ



アレスタマガジンに示名条片蝶番タイプを取付ける場合 参照ページ：11ページ・14ページ

LSAーPLUS各種示名条片の取付け図



LSAーPLUS各種アクセサリの取付け図

切分タイプ 切分・接続両タイプの端子板に使用可能です。

切分タイプ

テストコードは切分タイプの端子板のみに使用可能です。

モニターコードは切分・接続両タイプの端子板に使用可能です。

参照ページ：12ページ 参照ページ：12ページ

参照ページ：12ページ 参照ページ：13ページ



ＬＳＡ－ＰＬＵＳ共用接続工具 取扱い説明



ＬＳＡ－ＰＬＵＳ共用接続工具 取扱い説明

端子板 接続マニュアル（外線側）

1. 4.

2. 5.

3. 6.

ケーブル芯線を10対（8対）ごとにまとめ、ケーブルガ
イドを通します。
この際、余長を20ｃｍ程度とります。

専用工具を端子板の溝に垂直に挿入し、接続作業を行います。
その際、「ガチッ！」と音がするまで一気に工具を押し込んで
ください。
＊専用工具の刃先は、常に端子板の溝側に沿って挿入してく
ださい。

ケーブル芯線を各対のジャンパーガイドに通し、さらに
成端クリートに仮止めします。
その際、ケーブルはジャンパー側にまたぎ、5～8ｃｍ程
度の余長をとります。

接続と同時に余長分が切断されますので、必ず取り除い
てください。

端子板を両手で押し込み、マウントフレーム（プロファイ
ルフレーム）に固定します。

接続後は芯線が少したるんで浮き上がりますので、その
部分を親指でならしてください。
接続完了



1.

2.

3.

ＬＳＡ－ＰＬＵＳ共用接続工具 取扱い説明

端子板 接続マニュアル（ジャンパ側）



1.

2.

1.

2.

3.

ポイント 端子板を持上げる際、一気に押し上げる
のではなく片側ずつ徐々に押し上げます。



5～6ページ
15ページ
2～4ページ
14ページ

5～6ページ
15ページ
2～4ページ
15ページ
14ページ

5～6ページ
15ページ
3～4ページ
15ページ
14ページ

各種SPDの取付け図

KR形SPDの取付け図

KPR形SPDの取付け図

KR形SPD

KPR形SPD



7～10ページ
2～4ページ
14ページ

7～10ページ
2～4ページ
15ページ
14ページ

15ページ
3～4ページ
15ページ
14ページ

各種SPDの取付け図

KR形SPDの取付け図

KPR形SPDの取付け図

KR形SPD

KPR形SPD



8段のマウントフレームを使用します。
1バーチカルにつき9個フレームを取付けることが可能です。

注文品名：050 BMF B02を使用します。
1バーチカルにつき9個フレームを取付けることが可能です。



ＭＤＦフレーム 
プロファイルレールキット
縦系配線リングキット
横系配線リングキット
ケーブルハルタ
アースバー(M4）
上部アングル(背面)
上部アングル(正面)
下部アングル(背面)
下部アングル(正面)

 
1キットに端子板を35個搭載可能（10対・8対兼用）
70×70 (0.5mmケーブルを最大600対収容可能)
88×120 (0.5mmケーブルを最大1500対収容可能)
FB25×6 SS
Ｃｕ20×5（Niﾒｯｷ) 2S圧着端子付
L40×40×5 SS
L40×40×5 SS
L65×65×6 SS
L65×65×6 SS

自立・オープンタイプＭＤFの分解図

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩

塗装色：5Ｙ7／１半つや
番号 名称 備考



自立・ロッカータイプＭＤFの分解図

MDFフレーム
下部ベース
上部ベース
左側板
右側板
背面板
とびら
ケーブル孔ふた
取っ手
ファスナー 

オープン架と同仕様
SPHC1.6t 3.2t
SPHC1.6t 3.2t
SPHC1.2t 
SPHC1.2t 
SPHC1.2t 
SPHC1.2t 
SPHC1.2t 
A-465-A
CP-420-A-3

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩

塗装色：5Ｙ7／１半つや
番号 名称 備考





https://www.sankosha.co.jp
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